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情報・システム研究機構 

国立極地研究所 

本 吉 洋 一 

氷がつぶやく！ 気候変動 

隕石は見た！ 地球の誕生 

岩石が語る！ 地球の生い立ち 

地球のタイムカプセル ー南極ー 

我孫子サイエンスカフェ                                                     ２０１７年８月２７日 

自 己 紹 介 
◆本吉洋一 もとよしよういち 63歳 

◆千葉県夷隅郡（現いすみ市）出身 

◆国立極地研究所地圏グループ、広報室長 

◆地質学、鉱物学 

◆南極歴： 

  夏隊 ６回  

  越冬隊 ２回 

  オーストラリア隊（1987/88） 

  南極フライト（2007) 

  南極航空網調査（2011） 

◆海外調査歴： 

  南アフリカ、インド、スリランカ、カナダ、 

    アメリカなど 
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エベレスト山頂はかつて海底だった！ 

エベレスト山 8,848 m 

（中国名：チョモランマ） 

今日のお話（キーワード） 

 南極点を目指した３人 

 南極って、どんな所？ 

 地球のタイムカプセル 

 南極からみた地球の未来 
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“神よ、ここは恐ろしい場所だ！” 

白瀬中尉の探検（１） 
◆1861年、本荘藩金浦町（現在の秋田県に
かほ市）淨蓮寺住職の長男として生まれる。 

 

◆11歳 蘭学者佐々木節齋の「北極」の話
に感銘を受け、北極探検を志す。節齋から
探検家の心構えを教わる。 

 

◆「五つの戒め」 

 １．酒を飲まない 

 ２．たばこを吸わない 

 ３．茶を飲まない 

 ４．湯を飲まない 

 ５．寒中で火にあたらない 

  ※白瀬はこの戒めを生涯守った。 
白瀬 矗（しらせ のぶ） 
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白瀬中尉の探検（２） 

◆1910年 白瀬は帝国議会に経費を
申請。議会は３万円の援助を決定す
るも、この予算は最後まで交付され
ず。 

※大隈重信を中心に募金運動 
 

◆18歳で上京、僧職になるため宗教学校に入学するも、すぐに飛
び出し陸軍に入隊。 

 

◆30歳 北極探検に備え、千島最北端の占守島（しむしゅとう）
で２年間の越冬。 

 

◆1909年（白瀬48歳） アメリカの探検家ピアリーが北極点到達。
目標を南極へ変更。イギリスのスコットが南極に挑むことを発表
すると、白瀬も準備を開始。スコットと競争することを決意。 

 

 

 

白瀬中尉の探検（３） 
◆1910年11月29日 木造漁船を改造した「開南
丸」（204トン）で品川を出港。南極に到達す
るも上陸できず。オーストラリアのシドニーで
7ヶ月待機後、再挑戦。 

 

◆1911年12月14日 アムンゼン隊、南極点に到
達。 

 

◆1912年1月17日 スコット隊、南極点に到達。
しかし帰路に全滅。スコットの手記は3月29日
で終わっている。 

 

◆1912年1月28日 白瀬隊、南緯80度5分に到達。
付近を大和雪原（やまとゆきはら）と名付け、
日本の領土であると宣言。全員無事帰国。 

※帰国後は借金地獄。1946年85歳で没。 

 

 

開南丸 

開南丸（中央）とフラム号（右） 
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政府、南極観測参加を決定 

国民からの募金に支えられた。 

戦後10年、復興を願う国民の期待を受け、政府決定から１年で
全ての準備を整えた。 

• 昭和30年11月4日、閣議決定（南極観測の参加と統合推進本部の設置）。 

• 昭和30年11月10日、第1回南極地域観測統合推進本部で挨拶する松村文部大臣 

1955年11月 

南極観測は、国民
の熱気、国をあげ
ての支援で実現 

「宗谷」出航！（昭和31年11月8日） 

国際地球観測年(IGY）を契機に、
日本を含む12ヶ国が南極観測に

参加。 
↓ 

南極条約の締結 

第１次越冬隊１１名⇒ 

オングル島での上陸式 

観測船「宗谷」 

昭和基地開設（昭和32年1月29日） 
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樺太犬タロ・ジロの生存 

12 

昭和基地開設60周年記念行事 

南極で観測を続けて60年。 
2017年1月29日、昭和基地は開設60周年を迎えました。 
これを記念して、公開イベント・記念式典・祝賀会を極地研で開
催し、1200名の方に来場いただきました。 

祝賀会での来賓挨拶 
（元オーストラリア南極局 

 ハービー・マーチャント博士） 

第１次隊の隊員など 
祝賀会に集う大勢の関係
者 

記念祝賀会（参加者 200

名） 

南極まつり （ミニ一般公開）
（来場者数 1,200名） 

昭和基地と結んだ南極中継 

記念式典での来賓挨拶 
（水落文部科学副大
臣） 

記念式典 

（参加者 200

名） 


